
 
 

 

宝
永
富
士
噴
火 

釈
文 

 

史
料
Ａ 
昼
の
景
気 

宝
永
四
年
丁
亥
廿
三
日
午
上
刻
に 

地
震
ゆ
り
、
富
士
山
雷
の
如
く
な
り 

焼
出
る
事
如
斯
、
右
廿
三
日
よ
り
十
二
月 

八
日
迄
十
六
日
之
間
焼
候
、
昼
之
躰
事
如
斯 

此
所
江
焼
空
の
内
よ
り
石
砂
下
る
事
、
大
星
の 

 

ご
と
し
、
積
り
て
宝
永
山
と
成
る 

但
し
十
一
月
廿
三
日
斗
り
見
る 

 

史
料
Ｂ 

夜
る
の
景
色 

焼
初
十
一
月
廿
三
日
よ
り
十
二
月
八
日
の
夜
迄 

毎
夜
に
如
此
見
候 

但
し
廿
三
日
焼
初
之
夜
別
而
大
き
に 

当
所
人
家
之
戸
は
め
を
な
ら
す 

同
く
明
け
七
つ
時
に
当
宿
へ
焼
石
降
る 

事
唯
壱
町
な
り 

 史
料
Ｃ 

江
之
島
の
降
灰
被
害
の
様
子 

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
申
上
候 

 
 

 

一 

相
州
江
之
嶋
の
儀
、
田
畑
一
圓
無
御
座
、
魚
蝋 

只
一
篇
に
て
渡
世
仕
候
處
に
、
去
る
十
一
月
廿
三
日
よ
り
岩
砂 

ふ
り
、
海
邉
浅
く
罷
成
、
猟
等
も
曾
て
無
御
座
候
叓 

江
之
嶋
の
儀
は
、
諸
浦
と
違
、
磯
猟
第
一
に
仕
、
海
老
・
蚫
・ 

さ
ゝ
い
等
、
海
苔
・
和
布
廉
角
其
外
磯
草
取
候
へ
て 

渡
世
送
り
来
申
候
處
に
、
去
る
冬
よ
り
、
磯
猟
砂
故
一
圓 

無
御
座
、
殊
に
風
雨
の
時
分
は
渡
船
の
通
路
も
無 

御
座
候
處
、
砂
故
、
賣
薪
在
々
よ
り
出
不
申
、
直
段 

高
罷
成
、
米
穀
・
諸
式
も
段
々
高
直
に
て
難
儀 

仕
、
及
渇
命
に
申
候
義
、
此
節
に
御
座
候
、
何
と
ぞ
御
慈
悲
に 

被
仰
上
御
救
被
下
候
様
に
奉
願
上
候 

右
の
通
、
御
慈
悲
に
被
仰
上
、
渇
命
御
助
被
下
候
は
ゞ
、
難
有
可 

奉
存
候
以
上 

下
之
坊
知
行
所 

宝
永
五
年
子
閏
正
月 

 
 

 

江
嶋
名
主 

伊
右
衛
門 

印 

年 
 

寄 

平
四
郎  

印 

高
間
直
右
衛
門
様 

 

白
沢
團
右
衛
門
様 

 

右
之
通
之
願
書
差
上
申
候
、
少
も
紛
無
御
座
候 

名 
 

主 

伊
右
衛
門 

印 

年 
 

寄 

平
四
郎  

印 

毎
夜
稲
光
り
の
ご
と
く 

伊
豆
あ
ま
ぎ
山
辺
迄
光
り 

渡
る
事
此
如
斯 



 

 
 

 
 

岩
本
院
様
御
内 達

賢
様 

 

史
料
Ｄ 

折
り
た
く
柴
の
記 

  
 

 
 

中
略 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
廿
三
日
午
後
、
参
る
べ
き
由
を
仰
下 

さ
る
。
よ
べ
地
震
ひ
、
此
日
の
午
時
雷
の
声
す
。
家
を
出
る
に
及
び
て
、 

雪
の
降
り
出
る
が
如
く
な
る
を
よ
く
見
る
に
、
白
灰
の
下
れ
る
也
。
西 

南
の
方
を
望
む
に
、
黒
き
雲
起
て
、
雷
の
光
頻
り
に
す
。
西
城
に
参
り
、 

附
し
に
及
び
て
は
、
白
灰
地
を
埋
み
て
、
草
木
も
又
皆
白
く
成
り
ぬ
。
比 

日
は
大
城
に
参
ら
せ
給
ひ
、
未
の
半
に
還
ら
せ
給
ひ
比
日
吉
保
朝
臣
の
男

二
人
叙
爵
の
有
し
也 

軅
て
御
前
に
参
る
に
、
天
甚
だ
暗
か
り
け
れ
ば
、
燭
を
挙
て
講
に
侍
る
。 

戌
の
時
ば
か
り
に
、
灰
下
る
事
は
や
み
し
か
ど
、
或
は
地
鳴
り
、
或
は
地
震
ふ 

事
は
絶
ず
。
廿
五
日
に
又
天
暗
く
し
て
雷
の
震
す
る
如
く
成
る
声
、
夜
に
入 

ぬ
れ
ば
、
灰
ま
た
下
る
事
甚
し
。
此
日
富
士
山
に
火
出
て
焼
ぬ
る
に 

よ
れ
り
、
と
い
ふ
事
は
聞
え
た
り
き
。
是
よ
り
後
、
黒
灰
下
る
事
止
ま
ず
し
て
、 

十
二
月
の
初
お
よ
び
、
九
日
の
夜
に
至
て
雪
降
り
ぬ
。
此
ほ
ど
世
の
人
、
咳
嗽 

を
う
れ
ず
と
い
ふ
者
あ
ら
ず
。
か
く
て
年
明
け
ぬ
れ
ば
、
宝
永

五
年

戊
子
正
月
元 

日
、
大
雨
よ
の
つ
ね
な
ら
ず
、
閏
正
月
七
日
、
去
年
富
士
山
の
焼
し
に
よ
り
て
、 

役
を
諸
国
に
当
ら
る
武
相
駿
三
州
の
地
の
為
也
。
百
石
の
地

よ
り
黄
金
二
両
を
献
ず
べ
し
と
な
り  

 

史
料
Ｅ 

小
田
原
藩
領
上
知
「
覚
」
前
文 

 
 

 
 

 
 

 

勘
定
奉
行
荻
原
近
江
守 

 
 

 
 

 
 

覚 

小
田
原
領
、
去
冬
石
砂
積
り
候
村
々
、
石
砂
取
の
け
候
義
、 

亦
は
川
筋
埋
候
に
付
、
川
浚
御
普
請
在
之
間
、
右
之
村
々 

当
分
御
代
官
所
に
成
、
小
田
原
領
江

は
代
知
相
渡
し
、
但
し 

御
普
請
相
済
候
て
又
小
田
原
領
江

可
相
渡
候
、
其
内
は
御
代
官 

支
配
に
て
御
年
貢
上
納
可
仕
候
、
然
共
元
来
城
附
之
村
々
に
て
候 

間
、
若
人
夫
等
急
用
之
節
は
小
田
原
役
人
中
よ
り
触 

次
第
無
違
背
可
相
勤
候
、
右
之
段
相
窺
申
渡
者
也 

閏
正
月 

荻
原
近
江
守 


